
 

 

 

 

 

 

 

ナガエツルノゲイトウ現地確認を実施 

  

 ８月４日、米原市のナガエツルノゲイトウ発生地域にて、農研機構、土地改良

区、県農業技術振興センター栽培研究部・革新支援部、湖北農業農村振興事務所

田園振興課、当課で現地確認を実施し、ナガエツルノゲイトウの侵入経路や対策

方法等について情報共有を図りました。 

 

湖北管内では、現在、長浜市と米原市の琵琶湖沿いの一部の地域でナガエツル

ノゲイトウが発生しており、ほ場内への侵入も確認しています。当課は平成 28

年に発生を確認して以降、定期的な発生地域巡回と抜き取り作業、農家や関係機

関への啓発活動や対策指導、除草剤の効果の検証に取り組んでいます。 

今回は農業技術振興センター栽培研究部の提案で、農研機構の研究員の方に

お越しいただきました。農研機構からは、他県では湖沼や循環水路が発生拡大の

原因となっていることから、本県でも関係部署で連携した対応を考えていくと

良いのではないかとの助言を受けました。 

今後も、関係部署や関係機関が一体となって対策を進めていく予定です。 
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水田内に侵入しているナガエツルノゲイトウ 侵入経路と発生場所の情報共有 


